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市議会議員が市に対して
皆さんの生活にかかわる内容を
質問します。

市長や行政委員会に市政の状況や将来の方
針、住民生活に密接に関わる事項について
質問をすることで、今串間市ではどんなこ
とが行われているか知ることができます。

一 般 質 問

市
政
運
営
の
取
り
組
み
と
方

向
性
。

『
命
を
守
る
』、
医
療
体
勢
の
確

保
と
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

『
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
』、
財
政

の
健
全
化
、
開
か
れ
た
市
政

『
人
口
減
少
対
策
』、
移
住
促
進
、
雇

用
の
安
定
に
よ
る
定
住
を
支
え
る

『
産
業
振
興
』、
農
林
水
産
業
の
発
展

『
く
し
ま
の
未
来
を
担
う
人
材
づ
く

り
』、
教
育
環
境
の
充
実
と
郷
土
愛
の

醸
成
に
誠
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
倍
増
、
さ

ら
に
50
億
円
を
目
指
す
と
あ

る
が
方
策
は
？

昨
年
の
寄
付
金
額
を
ベ
ー
ス

に
、
来
年
度
は
20
億
円
、
将

来
的
に
は
50
億
円
を
目
指
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
返
礼
品
の
価
値
を
効

果
的
に
伝
え
る
工
夫
や
地
域
に
埋
も
れ

て
い
る
資
源
の
掘
り
起
こ
し
、
人
気
の

あ
る
返
礼
品
の
数
量
の
確
保
、
庁
内
関

係
課
と
連
携
し
事
業
者
の
力
添
え
を
頂

き
な
が
ら
一
丸
と
な
り
取
り
組
む
。

国
の
『
重
点
支
援
交
付
金
』

に
つ
い
て
本
誌
の
施
策
は
？

国
の
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
を
踏
ま

え
、
食
料
品
の
負
担
軽
減
、

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
、
事
業
者
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
対
策
な
ど
を
支

援
す
る
。

『
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
』

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
？

歳
入
規
模
に
あ
っ
た
歳
出
予

算
の
編
成
を
基
本
に
、
全
て

の
事
業
に
つ
い
て
目
的
、
必
要
性
、

効
果
を
検
証
し
、
休
止
、
廃
止
、
縮

小
を
前
提
に
大
胆
な
見
直
し
を
行

う
。

市
民
病
院
の
医
師
確
保
に
つ

い
て
、
就
任
さ
れ
て
か
ら
ど

う
取
り
組
ま
れ
た
の
か
？

就
任
後
、
11
月
に
宮
崎
大
学

医
学
部
、
県
関
係
者
を
訪
問

し
医
師
の
派
遣
の
お
願
い
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
な
っ

た
。

福
島
高
校
の
自
転
車
通
学
を

す
る
生
徒
さ
ん
か
ら
防
犯
灯

や
街
灯
が
な
い
箇
所
が
あ
り
、
部
活

動
の
帰
り
に
怖
い
思
い
を
す
る
た

め
、
街
灯
の
設
置
を
お
願
い
し
た
い

と
の
相
談
が
あ
っ
た
が
対
策
は
？

防
犯
灯
や
街
灯
の
設
置
箇
所

が
点
在
し
て
お
り
通
行
に
危

険
性
が
高
い
状
況
に
あ
る
、
設
置
に

向
け
関
係
機
関
と
協
議
す
る
。
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◀
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『
新
し
い
く
し
ま
の

未
来
』
に
向
け
た

取
組
み

川
かわさき
㟢千

ち ほ
穂議員

2串間市議会だより



◀
動画
視聴

市
長
の

所
信
表
明
に
つ
い
て

第
20
代
串
間
市
長
と
し
て

「
若
者
や
子
育
て
世
代
が
安

心
し
て
未
来
を
築
き
、
お
年
寄
り
が

心
楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ
」
を
政

治
理
念
と
し
て
よ
り
良
い
串
間
を

創
っ
て
い
く
た
め
の
５
つ
の
柱
の
施

策
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
１
つ
目
の
柱
の
内
、
市
民
病
院
の

再
建
の
た
め
、
持
続
可
能
な
医
療
体

制
の
確
保
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

将
来
に
わ
た
っ
て
、
安
定
的

に
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
宮
崎
大
学
、
県
、
日
南
串

間
医
療
政
策
、
特
に
医
師
偏
在
を
解

消
す
る
た
め
の
仕
組
み
作
り
に
取
り

組
む
。２

つ
目
の
柱
の
内
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
に
つ
い
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
50
億
円
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

本
年
度
は
20
億
円
を
目
標
と

し
、
将
来
的
に
は
返
礼
品
の

価
値
を
伝
え
る
工
夫
や
地
域
資
源
の

掘
り
起
こ
し
、
人
気
あ
る
返
礼
品
の

数
量
確
保
な
ど
関
係
業
者
等
の
力
添

え
に
よ
り
50
億
円
達
成
に
取
り
組

む
。

３
つ
目
の
柱
の
う
ち
、
人
口

減
少
対
策
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。第

１
次
産
業
の
担
い
手
や
後

継
者
を
確
保
し
、
基
幹
産
業

を
維
持
さ
せ
る
こ
と
で
人
口
減
少
を

食
い
止
め
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
。

４
つ
目
の
柱
の
う
ち
、
農
業

振
興
対
策
と
し
て
、
農
産
品

の
付
加
価
値
増
大
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。農

畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

有
機
農
業
へ
の
取
り
組
み
、

観
光
農
園
や
加
工
商
品
の
開
発
等
に

よ
る
販
路
拡
大
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
生
産

現
場
の
魅
力
の
発
信
等
に
取
り
組

む
。

５
つ
目
の
柱
の
う
ち
、
福
島

高
等
学
校
の
生
徒
数
確
保
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

現
在
、
高
校
と
生
徒
の
全
国

募
集
に
向
け
た
協
議
を
行
っ

て
お
り
、
新
た
な
高
校
の
魅
力
化
づ

く
り
等
の
様
々
な
意
見
を
出
し
合

い
、
多
く
の
生
徒
に
選
択
さ
れ
る
学

校
に
な
る
よ
う
高
校
と
連
携
し
な
が

ら
協
議
を
進
め
て
い
る
。

ＱＱＱ
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菊
きくなが
永宏
ひろちか
親議員

◀
動画
視聴

令
和
７
年
度

学
力
・
学
習
状
況

調
査
に
つ
い
て

本
市
の
学
習
意
欲
・
学
習
方

法
・
学
習
環
境
の
実
態
に
つ

い
て
。学

習
意
欲
に
つ
い
て
、「
平

日
１
時
間
以
上
の
勉
強
時

間
」
の
質
問
で
、
小
学
校
は
や
や
高

く
、
中
学
校
は
や
や
低
い
結
果
で
し

た
。
ま
た
、「
学
習
内
容
の
見
直
し

や
次
の
学
習
に
つ
な
げ
る
」
と
い
う

質
問
で
は
、
小
学
校
で
や
や
低
く
、

中
学
校
で
低
い
結
果
で
あ
っ
た
。
学

習
方
法
に
つ
い
て
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
勉
強
の
た
め
に
１
時
間
以
上
使

用
」
や
「
友
達
と
協
力
し
な
が
ら
課

題
解
決
に
取
り
組
む
」
の
質
問
で
、

小
学
校
は
や
や
高
く
、
中
学
校
は

や
や
低
い
結
果
と
な
り
、「
自
分
で

学
び
考
え
工
夫
で
き
る
」
の
項
目
で

は
、
小
学
校
と
も
や
や
低
い
結
果
で

し
た
。

　

学
習
環
境
に
つ
い
て
は
、「
先
生

が
授
業
等
で
わ
か
る
ま
で
教
え
て
く

れ
る
」
の
質
問
で
は
、
小
中
学
校
で

や
や
低
い
結
果
で
あ
っ
た
が
、「
地

域
の
大
人
に
よ
る
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ

の
指
導
」
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
で
や
や
高
く
、
中
学
校
で
高
い

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

身
を
切
る
改
革
に
つ
い
て
市

長
の
見
解
は
。

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
き
わ
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、「
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
」
の
た
め
、
将
来
に
向
け
て

串
間
市
の
行
財
政
を
健
全
化
し
、
持

続
可
能
な
自
治
体
を
目
指
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

ず
は
、
全
庁
的
な
取
組
と
し
て
、
財

政
規
律
を
守
る
強
い
姿
勢
の
下
、
全

て
の
事
業
に
つ
い
て
目
的
・
必
要
性
・

効
果
を
再
検
証
し
、
大
胆
な
見
直
し

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
歳
出
削
減
に

努
め
つ
つ
、
徹
底
し
た
歳
入
歳
出
の

見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

　
・�

下
中
園
か
ら
口
広
の
道
路
整
備

に
つ
い
て

Ｑ

ＱＡ
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今
いまえ
江　猛

たけし
議員

3 串間市議会だより



◀
動画
視聴

◀
動画
視聴

新
市
長
の

想
い
に
つ
い
て

串
間
を

「
音
楽
合
宿
」の

ま
ち
へ

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

危
機
的
な
財
政
状
況
を
ど
う

捉
え
て
、
健
全
化
対
策
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

歳
入
規
模
に
見
合
っ
た
歳
出

予
算
の
編
成
を
基
本
と
し
、

歳
入
の
確
保
に
最
大
限
努
め
る
と
と

も
に
、
す
べ
て
の
事
業
に
つ
い
て
目

的
・
必
要
性
・
効
果
を
厳
格
に
再
検

証
し
、
休
止
・
廃
止
・
縮
小
を
前
提

と
し
た
事
業
の
選
別
と
大
胆
な
見
直

し
を
行
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

地
域
商
社
の
考
え
及
び
ふ
る

さ
と
納
税
倍
増
、
50
億
円
へ

の
展
望
に
つ
い
て
。

返
礼
品
の
価
値
を
効
果
的
に

伝
え
る
表
現
の
工
夫
や
、
地

域
に
埋
も
れ
て
い
る
地
域
資
源
の
掘

り
起
こ
し
、
人
気
の
あ
る
返
礼
品
の

数
量
確
保
な
ど
、
庁
内
関
係
課
の
連

携
は
も
と
よ
り
、
関
係
す
る
事
業
者

様
の
お
力
添
え
も
頂
き
な
が
ら
、
一

丸
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

午
年
の
企
画
・
イ
ベ
ン
ト
等

の
計
画
に
つ
い
て
。

年
内
か
ら
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
て
情
報
発
信
を
行

い
、
当
市
へ
の
誘
客
促
進
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
午
年
と
都
井
岬
を
テ
ー
マ

市
長
が
、
二
階
に
あ
る
執
務

室
を
一
階
に
移
し
て
執
務
す

る
こ
と
に
つ
い
て
。

公
務
が
あ
り
、
常
駐
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
週
に
一

回
は
市
民
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
つ

く
る
。
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
。

三
大
イ
ベ
ン
ト
の
今
後
の
在

り
方
に
つ
い
て
。

市
民
秋
祭
り
で
は
、
パ
レ
ー

ド
の
一
部
を
変
更
し
た
こ
と

や
楽
し
み
に
し
て
い
た「
ミ
ス
串
間
」

が
見
ら
れ
な
く
て
残
念
だ
っ
た
と
い

う
意
見
も
あ
り
、
見
直
し
を
行
い
、

よ
り
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
努
め
て

い
く
。吹

奏
楽
部
と
い
っ
た
文
化
合

宿
を
も
っ
と
進
め
る
環
境
を

整
え
る
べ
き
で
は
。

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
と
同

様
市
内
合
宿
に
は
宿
泊
数
に

応
じ
て
助
成
金
を
支
給
。
文
化
団
体

が
合
宿
を
行
い
や
す
い
環
境
整
備
に

鋭
意
取
り
組
む
。

福
島
高
校
が
、
全
国
枠
で
生

徒
を
募
集
す
る
た
め
に
は
住

環
境
整
備
が
必
要
、
市
営
住
宅
の
活

用
は
で
き
な
い
か
。

全
国
枠
入
試
に
つ
い
て
の
住

環
境
に
は
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

や
民
宿
を
考
え
て
い
る
が
、
宮
崎
市

が
佐
土
原
高
校
と
協
定
を
結
び
、
市

営
住
宅
の
一
部
を
利
用
し
て
い
る
こ

に
し
た
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
対
す
る
市
長
の

見
解
に
つ
い
て
。

農
業
者
が
安
定
し
た
経
営
基

盤
を
築
く
た
め
に
、
農
畜
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
有
機
農
業
へ
の

取
組
、
観
光
農
園
や
加
工
商
品
の
開

発
等
に
よ
る
販
路
の
拡
大
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
生
産
現
場
の
魅
力
発
信
等
に
よ

る
農
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
る
取

組
を
推
進
す
る
考
え
で
あ
る
。

市
民
病
院
に
つ
い
て

地
方
公
営
企
業
の
全
部
適
用

か
ら
一
部
適
用
へ
の
移
行
と

い
う
方
法
も
あ
る
が
、
市
長
の
見
解

に
つ
い
て
。

私
と
し
ま
し
て
も
、
医
療
政

策
を
一
元
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
運
営
手

法
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
価
値
は

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

と
か
ら
、
活
用
策
に
つ
い
て
は
、
関

係
各
課
と
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
移
住
定
住
、
子
育
て
」
を

好
循
環
さ
せ
る
取
組
を
も
っ

と
各
課
横
断
的
に
す
べ
き
で
は
。

今
年
度
よ
り
保
育
料
の
完
全

無
償
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
本
市
の
多
様
で
質
の
高
い
保
育

サ
ー
ビ
ス
は
移
住
定
住
を
促
す
魅
力

の
一
つ
だ
と
考
え
て
お
り
今
後
更
に

各
課
と
連
携
し
て
い
く
。

市
民
病
院
の
存
続
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
今
後
ど
の
よ

う
に
医
師
確
保
を
進
め
る
の
か
。

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
責
任
を
持
っ
て
活
動
し
、

宮
崎
大
学
・
県
か
ら
の
医
師
派
遣
は
、

全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

　
・�

ふ
る
さ
と
住
民
制
度

　
・�

本
城
出
身
の
ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー

日
高
逸
子
さ
ん
の
講
演
会
等
を

質
問

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

鈴
すずき
木博

ひろ や
也議員

福
ふくどめ
留成

しげ と
人議員

4串間市議会だより



◀
動画
視聴

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
と

地
域
連
携
組
織
は
「
地
域
共
生

社
会
の
実
現
」
と
い
う
趣
旨
・
目
的
に

お
い
て
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
地
域
連

携
組
織
の
事
務
局
を
担
う
集
落
支
援
員

の
業
務
に
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

に
お
け
る
内
容
を
明
記
し
社
協
に
委
託

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

本
格
稼
働
す
る
４
月
前
ま
で

に
結
論
を
出
す
。

地
域
連
携
組
織
の
名
称
を

国
・
県
と
同
様
の
地
域
運
営

組
織
に
改
称
す
べ
き
で
は
な
い
か

大
束
地
区
の
組
織
が
立
ち
上
が
っ

た
段
階
で
名
称
変
更
を
考
え
る
。

目
指
す
べ
き
日
本
一
は
「
だ

れ
一
人
取
り
残
さ
な
い
」「
市

民
が
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
で
は
な
い
か
。

市
民
が
喜
び
、
自
信
と
誇
り

を
持
て
る
日
本
一
を
目
指
す
。

所
信
表
明
に
つ
い
て

市
民
病
院
の
再
建

医
師
確
保
、患
者
の
減
少
対
策
、

財
務
の
健
全
化
は
具
体
策
が
無

く
実
現
可
能
性
に
不
安
を
感
じ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
策
を
明
確
に
し
た
う
え

で
計
画
的
な
実
施
が
必
要
で
は
な
い
か
。

医
師
確
保
は
待
っ
た
な
し
で

あ
り
、
ま
ず
は
そ
の
た
め
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

令
和
８
年
ク
シ
マ
ヒ
ル
ク
ラ

イ
ム
開
催
に
向
け
て
。

串
間
市
と
し
て
も
必
要
な
協

力
を
し
て
い
き
継
続
的
に
開

催
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

串
間
３
大
イ
ベ
ン
ト
運
営
状

況
は
。

近
年
の
物
価
高
の
影
響
を
受
け
て

お
り
補
助
金
規
模
を
維
持
す
る
。

　
企
業
か
ら
の
協
賛
金
も
頂
い
て
い

る
よ
う
で
す
が
、【
ふ
る
さ
と
納
税
型

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
】
を
利

用
し
て
か
ら
の
資
金
獲
得
、
広
く
協

賛
、
寄
付
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

大
平
小
学
校
の
今
後
の
利
活

用
に
つ
い
て
。

現
在
休
校
中
の
た
め
活
用
は

難
し
い
。

一
人
一
台
端
末
事
業
に
つ
い

て
。

中
学
校
の
端
末
４
３
９
台
の

更
新
を
実
施
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
返

礼
品
に
串
間
の
公
共
施
設
利

用
券
に
す
る
考
え
は
。

一
部
の
施
設
に
つ
い
て
返
礼
品
に

す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

道
の
駅
く
し
ま
の
駐
車
場
の

一
部
を
有
料
化　
車
中
泊
専

用
の
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
に
す
る
考
え
は
。

周
辺
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
調

査
研
究
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

再
建
は
現
在
の
病
院
規
模
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
民
間
譲
渡
、

指
定
管
理
者
ま
た
は
規
模
・
機
能
の

見
直
し
な
ど
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
排

除
せ
ず
、
早
急
に
そ
の
方
向
性
を
決

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
排
除
す

る
こ
と
な
く
調
査
研
究
を
行

う
と
と
も
に
、
日
南
・
串
間
医
療
圏

構
想
の
実
現
に
向
け
活
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
。

産
業
振
興
・
ふ
る
さ
と
納
税

倍
増
及
び
50
億
円
実
現
の
た

め
の
手
段
・
方
法
に
具
体
性

が
無
い
。
市
の
産
業
振
興
と
連
動
し

た
長
期
ス
パ
ン
で
の
計
画
を
立
て
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

早
急
に
関
係
各
課
と
協
議
し

計
画
策
定
に
取
り
組
む
。

財
政
運
営実施

事
業
の
見
直
し
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
令
和
８
年

度
か
ら
新
設
す
る
「
Ｆ
Ｍ
戦
略
課
」

に
お
い
て
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
実
践
し
公
共
施
設
の
最
適
化

と
資
産
活
用
に
期
待
す
る
。

「
Ｆ
Ｍ
戦

略
課
」
に

資
産
管
理
・
活
用

を
一
本
化
し
、
公

共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
実
現
を

図
っ
て
い
く
。

串
間
市
内
の
ド
ロ
ー
ン
の
保
有

台
数
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

台
数
の
把
握
は
で
き
て
い
な

い
。

ド
ロ
ー
ン
で
の
農
薬
散
布
な
ど
事
前

告
知
報
告
な
ど
必
要
で
は
な
い
か
。

国
土
交
通
省
地
方
航
空
局
へ
の
飛

行
許
可
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な

る
散
布
10
日
前
ま
で
の
申
請
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。
今
後
周
知
に
取
り
組
む
。

か
ん
し
ょ
生
産
者
の
後
継
者
の
確
保
、

後
継
者
の
維
持
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

生
産
者
が
安
定
し
た
経
営
が
で
き
る
た
め

に
産
地
力
強
化
に
向
け
関
係
機
関
と
連
携

し
制
度
事
業
の
活
用
を
踏
ま
え
中
堅
的
に
取
り
組
む
。

市
民
病
院
に
つ
い
て
、
今
期

の
経
営
状
況
は
。

４
月
か
ら
10
月
の
病
床
利
用
率

70
．
６
％
。
前
年
度
と
比
較
し

て
16
．
８
ポ
イ
ン
ト
減
少
。
こ
の
た
め

経
営
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

　
・�

新
制
度
で
の
原
動
機
付
自
転
車

の
登
録
に
つ
い
て

　
・�

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
て

　
・�

ふ
る
さ
と
納

税
債
務
負
担

に
つ
い
て

　
・�

商
船
三
井（
さ

ん
ふ
ら
わ
あ
）

を
活
用
し
た

観
光
誘
致
に

つ
い
て

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

日
本
一

住
ん
で
良
か
っ
た

ま
ち
づ
く
り

井
い で
手明

あき と
人議員

◀
動画
視聴

串
間
の
問
題
解
決
！

政
策
提
言
！

堀
ほり
　透
とおる
議員

5 串間市議会だより



◀
動画
視聴

持
続
可
能
か
つ
本
市
発
展
の

た
め
に
、
最
も
肝
心
な
と
こ

ろ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
市
長
は
お

考
え
か
。
核
心
的
部
分
は
。

市
民
病
院
再
建
と
財
政
再
建

だ
。
ど
ち
ら
も
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
最
優
先
で
取
り
組
む
。

福
島
高
校
が
持
続
可
能
な
学

校
と
な
る
た
め
に
、
市
長
が

ま
ず
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
こ
と

は
何
か
。少子

化
に
よ
り
厳
し
い
現
状

だ
が
、
生
徒
の
全
国
募
集
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
地
域
創
生

学
な
ど
独
自
の
取
り
組
み
を
進
化
さ

せ
て
い
く
。

市
民
病
院
へ
の
１
億
５
千
万

円
の
貸
付
、
こ
の
金
額
で
本

年
度
の
資
金
不
足
を
賄
う
こ
と
が
本

当
に
で
き
る
の
か
。
し
っ
か
り
年
度

末
ま
で
資
金
繰
り
で
き
る
の
か
。

当
面
は
カ
バ
ー
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
、
年
度

末
の
資
金
繰
り
も
厳
し
く
、
年
度
末

に
お
い
て
財
政
支
援
を
お
願
い
す
る

可
能
性
が
高
い
。

10
月
に
発
表
の
あ
っ
た
幹
部

職
員
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
の

件
、市
と
し
て
再
発
防
止
策
は
急
務
。

外
部
の
弁
護
士
に
よ
る
通
報
・
相
談

窓
口
を
設
置
し
た
り
、
最
初
の
相
談

の
壁
を
低
く
す
る
た
め
第
三
者
や
匿

名
の
通
報
を
受
け
付
け
た
り
す
る
対

策
が
必
要
で
は
。

現
在
外
部
相
談
窓
口
は
設
置

し
て
い
な
い
が
、
相
談
を
受

け
付
け
る
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
を
設
置
し

て
い
る
。
第
三
者
・
匿
名
も
可
能
。

よ
り
相
談
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努

め
る
。長

期
的
に
見
た
と
き
に
総
合

運
動
公
園
の
陸
上
競
技
場
の

天
然
芝
を
人
工
芝
に
変
更
す
る
こ
と

を
検
討
で
き
な
い
か
。
少
な
く
と
も

調
査
研
究
し
て
い
た
だ
き
、
報
告
し

て
ほ
し
い
。

当
然
人
工
芝
導
入
に
は
多
額

の
費
用
を
要
す
る
が
、
長
期

的
視
点
で
は
維
持
管
理
の
軽
減
や
ス

ポ
ー
ツ
誘
致
に
は
有
利
に
働
く
可
能

性
を
持
つ
。
関
係
課
と
調
査
研
究
を

し
て
い
く
。

ＱＱＱ Ｑ

Ｑ

ＡＡＡ

Ａ Ａ

変
わ
る
こ
と
を

恐
れ
る
な
。

◀
動画
視聴

実
施
で
き
る
４
つ
の
緊
急
物
価
高
対

策
！

財
政
が
厳
し
い
中
で
も
水

道
・
国
保
・
介
護
保
険
特
別

会
計
は
毎
年
黒
字
で
す
。
単
年
度
会

計
（
地
方
自
治
法
２
１
０
条
）
が
原

則
で
す
。
黒
字
分
は
市
民
に
還
元
す

べ
き
で
す
。
国
の
物
価
対
策
重
点
交

付
金
２
兆
円
は
学
校
給
食
無
償
化
に

も
活
用
で
き
ま
す
。

　
物
価
高
騰
で
苦
し
ん
で
い
る
串
間

市
民
の
た
め
に
①
日
南
・
志
布
志
市

等
が
実
施
し
て
い
る
学
校
給
食
費
の

無
償
化
を
実
施
す
る
こ
と
。
②
９
市

で
一
番
高
い
水
道
料
金
、
黒
字
の

２
億
２
７
０
２
万
円
（
１
戸
平
均

２
万
９
千
円
）
を
使
っ
て
１
年
間
の

基
本
料
金
の
減
免
を
実
施
す
る
こ

と
。
③
１
億
９
９
７
２
万
円
（
１
人

平
均
４
万
７
千
円
）
の
積
立
基
金
を

使
っ
て
１
人
１
万
円
の
給
付
金
を

支
給
す
る
こ
と
。
④
取
り
過
ぎ
で

３
億
３
２
８
９
万
円
（
１
人
平
均

４
万
６
千
円
）
の
基
金
を
使
っ
て
１

人
１
万
円
の
介
護
保
険
料
の
引
下
げ

を
実
施
す
る
こ
と
。を
提
案
し
ま
す
。

武
田
市
長
の「
英
断
」を
求
め
ま
す
。

担
当
課
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の

答
弁

　
児
玉
議
員
は
、
市
長
は
「
市
民
の

幸
せ
の
た
め
と
言
っ
て
い
る
」
と
し

て
英
断
を
求
め
ま
し
た
。

市
民
の
た
め
の
市
民
病
院
で
の
再
生

を
！

前
期
１
億
５
千
万
円
の
資
金

不
足
の
た
め
１
億
５
千
万
円

の
長
期
貸
付
議
案
が
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
欠
員
の
３
名
の
医
師

確
保
が
出
来
な
け
れ
ば
、
赤
字
は
さ

ら
に
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
な
か
副
院
長
ら
４
人
の
医

師
が
前
事
業
管
理
者
兼
院
長
の
復
帰

を
求
め
る
嘆
願
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
は
病
院
再
建
の
取
組
は

ど
う
な
る
の
か
？
市
長
と
病
院
事
業

管
理
者
と
ど
の
よ
う
な
協
議
を
さ
れ

た
の
か
？病院

の
再
建
は
急
務
、
嘆
願

書
の
内
容
を
精
査
、
総
合
的

に
判
断
。

Ｑ

ＱＡ

Ａ
病
院
、
１
億
５
千
万
円

貸
付
で
も
破
産
？

黒
字
の
特
別
会
計
、

市
民
に
還
元
せ
よ
！

児
こだま
玉征
まさたけ
威議員

木
きしろ
代誠
せいいちろう
一郎議員

6串間市議会だより



学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

令
和
５
年
度
の
給
食
費
を

ベ
ー
ス
と
し
て
そ
れ
以
降
の

値
上
げ
相
当
分
を
学
校
給
食
会
へ
補

助
し
、
保
護
者
の
負
担
額
を
据
え
置

き
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
８
年
度
か

ら
の
小
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
向

け
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
後
、
国
と
地
方
に
よ
る

負
担
の
方
法
な
ど
が
示
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
に
つ

い
て
。

市
長
に
就
任
し
て
本
市
の

「
財
政
状
況
」
を
確
認
し
ま

し
た
が
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
財
源
の
確
保
が
重
要
で
あ
り

ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
有
効
な

手
段
の
一
つ
で
あ
り
、
目
標
で
あ
る

倍
増
に
向
け
て
進
め
な
が
ら
、
串
間

市
の
特
産
品
と
し
て
商
品
構
成
や
ま

た
新
た
な
返
礼
品
と
な
り
得
る
地
域

資
源
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
考
え
て
い

ま
す
。市

道
揚
原
古
大
内
線
整
備
に

つ
い
て
架
設
し
て
あ
り
ま
す

長
野
橋
の
新
設
に
つ
い
て
考
え
は
な

い
の
か
。昭和

49
年
架
設
後
51
年
が
経

過
し
て
お
り
、
令
和
４
年
の

点
検
結
果
に
お
い
て
、
橋
脚
部
分
に

鉄
筋
の
露
出
が
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
次
回
の
点
検
を
来
年
度
に
計
画

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
点
検
結
果
を

踏
ま
え
な
が
ら
総
合
的
に
判
断
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

入
札
制
度
に
つ
い
て
地
元
企

業
が
直
接
関
わ
れ
る
公
共
工

事
を
積
極
的
に
展
開
す
る
考
え
は
な

い
か
。特

殊
な
工
事
や
特
別
な
資
格

等
を
有
す
る
工
事
を
除
き
市

内
事
業
者
を
優
先
的
に
選
定
し
た
入

札
執
行
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

新
た
に
制
定
し
ま
し
た
基
準
要
綱

に
お
き
ま
し
て
も
市
内
事
業
者
を
優

先
す
る
規
定
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

災
害
復
旧
工
事
に
関
し
、
必

要
に
応
じ
て
ラ
ン
ク
を
緩
和

し
早
急
に
災
害
復
旧
が
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
な
い
か
。

災
害
等
緊
急
施
工
を
要
す
る

工
事
に
関
し
ま
し
て
、
指
名

基
準
等
に
関
す
る
規
程
に
お
い
て

ラ
ン
ク
に
関
わ
ら

ず
指
名
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
規
定

し
て
お
り
、
受
注

状
況
等
を
考
慮
し

つ
つ
柔
軟
な
対
応

が
で
き
る
運
用
を

構
築
し
て
お
り
ま

す
。 ＱＱ

政
治
姿
勢
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
９
月
の
市
長
選
挙
に
於

き
ま
し
て
、
第
20
代
串
間
市
長
と
し

て
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
長
に
置
か
れ

ま
し
て
は
様
々
な
市
政
運
営
に
つ
い

て
、
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
財
政

問
題
、
市
民
病
院
等
な
ど
、
ど
の
よ

う
に
し
て
、
解
決
に
向
け
取
り
組
ま

れ
て
行
か
れ
る
の
か
。

最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
案

件
と
し
て
市
民
病
院
の
再
建

と
本
市
の
財
政
健
全
化
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
情
報
発

信
（
Ｐ
Ｒ
）
に
重
点
を
置
く

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
道
の
駅

の
物
品
販
売
ブ
ー
ス
の
狭
さ
の
改
善

や
居
酒
屋
風
な
テ
ナ
ン
ト
の
設
置
な

ど
改
善
は
出
来
な
い
か
。

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
観

光
振
興
に
重
要
で
あ
り
指
定

管
理
者
と
行
政
が
連
携
し
、
テ
レ
ビ

取
材
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
情
報
発
信

に
努
め
て
い
く
。

　

道
の
駅
の
ブ
ー
ス
の
改
善
や
居
酒

屋
風
的
な
営
業
に
つ
い
て
は
、
可
能

な
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
近
隣
飲

食
店
等
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
。

地
域
連
携
に
つ
い
て
、
地
域

住
民
が
主
体
的
に
参
加
し
、

地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
地
域
連
携
組
織
が
発

足
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

北
方
・
秋
山
郷
の
会
の
拠
点
施
設
が

あ
り
ま
せ
ん
。
組
織
の
事
務
処
理
の

出
来
る
場
所
、
ま
た
、
災
害
時
等
、

地
区
民
の
連
携
等
に
於
け
る
情
報
集

約
の
場
所
と
し
て
も
、
必
要
不
可
欠

で
す
。
何
回
と
な
く
質
問
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
考
え
は
な
い
の
か
。
拠

点
が
な
い
状
況
を
ど
う
考
え
て
お
ら

れ
る
の
か
。

持
続
可
能
な
組
織
運
営
の
た

め
に
は
、
拠
点
施
設
の
存
在

も
必
要
。
解
決
に
向
け
て
地
域
住
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

　
・�

市
民
病
院
、
農
業
振
興
に
つ
い
て

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ

◀
動画
視聴

◀
動画
視聴

串
間
市
の
再
生

市
長
の

所
信
表
明
に
つ
い
て

瀬
せ お
尾俊
としろう
郎議員

野
の べ
辺俊

しゅんろう
郎議員

7 串間市議会だより



令和７年12月定例会・討論
認定第１号に対する討論

財政破綻の一般会計決算！
　過去最高の約167億円、工事費は過去最高の約 32億円、平均落札率 95.8％、消防庁舎建設に１億４千万円の埋文発掘調査費。赤字の温泉・道の駅・旧
吉松家に約６千万円の支援、市民には固定資産税で約一億円の超過税負担です。６年度末財調残高は約６億円で財政は破たん状態です。� （児玉征威）

認定第２号に対する討論
国保会計
　６年度１億 9,972 万円、１人平均４万７千円の基金があります。物価高で市民の暮らしは深刻です。
4,200 万円あれば、１人１万円の給付金を支給することを求めます。� （児玉征威）

認定第５号に対する討論
水道会計は毎年黒字
　串間市の水道料金は９市で20㎥当たり一番高い3,845 円、最低の都城市より１．64倍高くなっています。
累積黒字は２億 2702 万円１戸平均２万９千円あります。１年間の基本料金の免除を求めます。�（児玉征威）

認定第７号に対する討論
介護保険・９期は。
　給付費の見込み違いなどによって介護給付積立金は 4,600 万円増の３億 3,289 万円、１人平均
４万６千円となっています。取り過ぎの保険料１人１万円の引下げを求めます。� （児玉征威）

議案第 74・77 号に対する討論
これでは市民病院は「倒産」
　病院への１億５千万円を長期貸付の議案は 26日に提案。翌日の27日、３千万円、12月９日に１億２千万円一時借入（返済日
１月30日）していることが明らかに。議会が１億５千万円の貸付を認めなければ１月には「資金不足で倒産」します。委員会では
１億５千万円の貸付は「１月中に抜本的な再建案を議会に示すこと」を条件に全会一致で採決することにしました。�（児玉征威）

議案第 94 号に対する討論
「道の駅」の指定管理者選定について
　利用客は70万人、赤字は解消されていません。旧吉松家の来場者は目標の50％にも達していません。
抜本的な見直しをすべきです。� （児玉征威）

議案第 95、96 号に対する討論
串間温泉一値上でなく、抜本的な改善策を示せ！
　串間温泉の指定管理料を720万８千円値上げし年2,118万４千円と大人の入浴料「520 円を550 円」に値上
げする条例改正案。温泉は毎年赤字、Ｒ６年度も1,433万円です。抜本的な改善策を示すべきです。�（児玉征威）

議案第 97 号に対する討論
消防庁舎工事契約の 859万円の変更はやめよ！
　消防庁舎新築工事５億 8,553万円（剣工務店）を859万４千円増額補正予算、落札率は「98.7％」、これは入札検討
委員会が「平均落札率95％は不自然な高い落札率」より3.87％も高く契約変更は必要ありません。� （児玉征威）

反対

反対

反対

反対

反対

反対

賛成
（意見を

付して）

賛成
（意見を

付して）

◀
動画
視聴

所
信
表
明
（
①
い
の
ち
を
守

る 

②
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営 

③
人
口
減
対
策 
④
産
業
振
興 

⑤

く
し
ま
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
）

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
①
串
間
市
民
病
院

再
建 

②
串
間
市
の
財
政
再
建 
③
防
災

セ
ン
タ
ー
建
設
反
対 

④
日
本
一
日
本

初
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
戦 

⑤
第
一
次

産
業
商
工
業
の
活
性
化
）
に
つ
い
て
。

道
路
整
備
や
避
難
計
画
の
見
直

し
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
を
行

い
、
人
口
減
対
策
や
長
生
き
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
財
政
に
つ
い
て
は
８
年
度
予
算

に
お
い
て
歳
入
規
模
に
見
合
っ
た
歳
出

予
算
の
編
成
を
基
本
と
し
て
い
く
。
防

災
セ
ン
タ
ー
の
積
算
根
拠
は
な
く
、
相

当
な
建
設
費
が
必
要
。
福
島
高
校
支
援

に
つ
い
て
は
生
徒
の
全
国
募
集
化
に
向

け
た
体
制
整
備
の
協
議
を
重
ね
る
な
ど

市
を
挙
げ
て
魅
力
化
づ
く
り
に
取
り
組

む
。
そ
の
他
の
質
問
に
も
答
弁
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

数
は
。

６
４
９
か
所
で
、
内
訳
は
自

治
会
５
９
０
か
所
、
ア
パ
ー

ト
な
ど
集
合
住
宅
59
か
所
。

サ
ツ
マ
イ
モ
茎
根
腐
細
菌
病

の
状
況
と
対
策
は
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
一
斉
防
除

支
援
を
行
う
。

　
月
の
セ
リ
の
状
況
は
。

９
月
と
比
較
し
て
11
月
は
去
勢

５
３
，
６
９
５
円
、
雌
３
７
，

５
６
６
円
高
で
あ
っ
た
。

市
民
病
院
の
医
師
確
保
に
つ

い
て
。

宮
崎
大
学
や
県
と
の
連
携
を

し
て
い
く
。

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い

て
。

補
助
員
に
つ
い
て
は
、
本
市
だ

け
で
は
不
足
が
想
定
さ
れ
る
の

で
、
自
衛
隊
、
消
防
、
警
察
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
一
般
、
中
高
生
を
予
定
し
て

い
る
。
協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

　
・�

ス
ポ
ー
ツ
合
宿

　
・�

水
道
管
の
老
朽
化

　
・�

道
路
維
持
工
事

　
・�

国
民
ス
ポ
ー
ツ
後
の
レ
ー
ス
開

催
に
つ
い
て

　
・�

吉
松
家
改
修
計
画（
入
館
者
と
収
入
）

　
・�

ふ
る
さ
と
納
税

　
・�

病
院
の
経
営
状
況

　
・�

決
算
委
員
会
の
指
摘
を
新
年
度

予
算
に
ど
う
反
映
す
る
の
か
。

　
・�

入
札
契
約
制
度
改
革
の
進
捗
状
況
は

　
・�

農
業
生
産

ＱＱＱ

ＱＱ Ｑ

ＡＡＡ

ＡＡ Ａ

市
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

岩
いわした
下幸
ゆきよし
良議員

8串間市議会だより



常任委員会議案審査報告
12 月定例会の主な議案内容

病院事業会計貸付金� （１億５，０００万円）
　医師確保が困難な状況により入院・外来収益の減少が続いている病院事業会計に
対し、資金不足を補填するため、長期貸付金による財政支援を行うもの。

串間市マイナンバー総合窓口導入事業� （２６２万８千円）
　市役所の設置端末から、専門オペレーターがビデオ通話で手続きを代行・支援
するオンライン窓口サービスなど、市民にマイナンバーに関する相談が迷うこと
なくできる手段を提供するもの。

競技者・指導者育成支援事業� （２８万２千円）
　九州・全国レベルの大会出場資格を得た団体又は個人に対し「スポーツ九州・全国
大会等出場補助金」を交付するもの。

串間市長の内部組織の設置及び
分掌事務に関する条例の一部を改正する条例

　公共施設の効率的な管理を図るためにＦＭ（ファシリティマネジメント）戦略課を
新設するもの。
※ファシリティマネジメントとは
　施設（ファシリティ）を単なる維持管理ではなく、総合的・戦略的に管理・運営すること。

串間市串間温泉いこいの里条例の一部を改正する条例
　入浴料、宿泊料等の料金等を改正するもの。

都井岬観光交流館・道の駅くしまの指定管理者の指定について
　都井岬観光交流館の指定管理者に株式会社南郷包装、道の駅くしまの指定管理者
に株式会社海山社中を指定するもの。

副市長の選任につき議会の同意を求めること

令和７年度一般会計補正予算

9 串間市議会だより



主な意見
令和 7年度串間市一般会計補正予算
⃝�　市民病院の経営安定を図るための長期
貸付金として 1億 5千万円が計上さてお
り、この財源は、各課における不用額等
の執行残を減額補正し、捻出する内容と
なっている。市民への影響も大きいこと
から、こうした財源調整の在り方は見直
すべき。また、資金管理の方針を明確にし、
貸付金の適正な管理を徹底すべき。

令和 7年度串間市病院事業会計補正予算
⃝�　今回の委員会審査においては、長期貸
付金に関する審議の中で、本来説明すべ
き一時借入に関する説明がなく、その結
果、審議日程を変更せざるを得ない事態
となった。この点について、当局は予算
審査における説明責任の重要性を改めて
認識し、今後は議会への情報提供を適時・

適切に行うとともに、丁寧な説明に努め
るべきである。また今回、一般会計から 1
億 5千万円を長期借入する必要が生じる
など、財政状況は極めて厳しく、病院運
営の安定には一定数の医師確保が不可欠
であるため、引き続き宮崎大学や県など
関係機関との信頼関係を構築し、医師確
保に向けた取組を強化すべき。

主な意見
令和 7年度串間市一般会計補正予算
⃝�　今回は、不用額や執行見込による減額
を多く行っている。年度末が近づいてき
ているため、事業への影響が生じないよ
う、予算管理を含め適切な事業遂行に努
めるべき。
⃝�　串間温泉いこいの里の修繕料について、
修繕料の不足が見込まれるための増額補
正とのことであったが、老朽化による突
発的修繕は想定できるが、今後さらなる
大規模な改修等も予想されるため、より
計画的な施設の維持管理に努めるべき。
⃝�　いこいの里に係る債務負担行為補正に
ついて、限度額の増額を計上されている
が、応募がなかったことにより追加提案
されたことについては、様々な状況を考
慮した計画的な事務が遂行できていない
と思料されるため、余裕をもった計画を
立て、予期せぬ事態にも対応できるよう、
計画的な事務遂行に努めるべき

令和７年度串間市水道事業会計補正予算
⃝�　債務負担行為補正として水道料金等徴
収業務委託費が計上されているが、水道
料金等の徴収は非常に重要な部分である
ため、委託業者と連携しながら、収納率
の向上が図られるようにすべき。

串間市串間温泉いこいの里条例の一部を改正する条例
⃝�　利用料金に関する改正であり、温泉運
営に非常に重要な改正と思料する。物価
高騰及び近隣施設との料金整合性につい
て、今後も十分に留意し、指定管理者が
選定された際には、管理者と連携し、集
客の強化に努めるべき。

総務教育常任委員会

産業厚生常任委員会

委員長  鈴木 博也

委員長  野辺 俊郎

串間温泉いこいの里
（写真：商工観光スポーツランド推進課より提供）

串間市民病院

10串間市議会だより



議
決
結
果

議
決
日

鈴
木　
博
也

堀　
　
　
透

野
辺　
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認 定 第 １ 号 令和 6年度串間市一般会計歳入歳出決算の認定について 原案
認定

11月
25日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

認 定 第 ２ 号 令和 6年度串間市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳
出決算の認定について

原案
認定

11月
25日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

認 定 第 ３ 号 令和 6年度串間市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について

原案
認定

11月
25日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

認 定 第 ４ 号 令和 6年度串間市病院事業会計決算の認定について 原案
認定

11月
25日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

認 定 第 ５ 号 令和 6年度串間市水道事業会計決算の認定について 原案
認定

11月
25日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

認 定 第 ６ 号 令和 6年度串間市下水道事業会計決算の認定について 原案
認定

11月
25日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

認 定 第 ７ 号 令和 6年度串間市介護保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決
算の認定について

原案
認定

11月
25日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

認 定 第 ８ 号 令和6年度串間市市木診療所特別会計歳入歳出決算の認定について 原案
認定

11月
25日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

報告第１２号 和解及び損害賠償の額の決定についての専決報告について 終了 12月
5日 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

議案第７3 号 令和７年度串間市一般会計補正予算（第４号） 原案
可決

11月
25日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第７４号 令和７年度串間市一般会計補正予算（第５号） 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第７５号 令和7年度串間市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号） 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第７６号 令和７年度串間市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第７７号 令和７年度串間市病院事業会計補正予算（第１号） 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第７８号 令和７年度串間市水道事業会計補正予算（第２号） 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第７９号 令和７年度串間市下水道事業会計補正予算（第２号） 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第８０号 令和７年度串間市介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第８１号 令和７年度串間市市木診療所特別会計補正予算（第３号） 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第８２号
串間市行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部を改正する条例

原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第８３号 串間市長の内部組織の設置及び分掌事務に関する条例の一部
を改正する条例

原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第８４号 串間市情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第８５号 串間市職員等旅費支給条例 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ‐

議案第８６号 串間市火災予防条例の一部を改正する条例 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第８７号 教育関係の公の施設に関する条例の一部を改正する条例 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８８号 串間市地区体育館条例の一部を改正する条例 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第８９号 串間市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例等の一部を改正する条例

原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第９０号 串間市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例

原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第９１号 串間市火入れに関する条例の一部を改正する条例 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第９２号 串間市過疎地域持続的発展計画について 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第９３号 公の施設の指定管理者の指定について 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第９４号 公の施設の指定管理者の指定について 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第９５号 令和７年度串間市一般会計補正予算（第６号） 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第９６号 串間市串間温泉いこいの里条例の一部を改正する条例 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第９７号 工事請負変更契約の締結について 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第９８号 令和７年度串間市一般会計補正予算（第７号） 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第９９号 副市長の選任につき議会の同意を求めることについて 原案
同意

12月
17日 無記名投票 （賛成 8・反対 4） ‐

議
員

提
出
議
案

議員提出議案第７号 串間市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例 原案
可決

12月
17日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

令和７年１２月　第７回串間市議会定例会　議案等の審議結果及び各議員評決

○賛成　×反対　△棄権　-欠席等　-採決なし　※議長は採決に加わらないので「-」で表示。可否同数のときは、議長の決するところによる。
※議案第 87 号については、特別多数議決のため、議長も表決権を有する。
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調査活動を受け入れていただいた関係機関におかれましては、お忙しい中ありがとうございました。

特別委員会調査活動報告

◎交流促進調査特別委員会
調査期間：	令和７年１０月２６日～２８日、１１月４日～６日
調査場所：	�名城大学、宮崎県東京事務所、株式会社トップトラベルサービス、
	 愛三工業レーシングチーム、名鉄観光サービス、シマノレーシングチーム、
	 ＪＲ西日本硬式野球部、ヴェロリアン松山、広島経済大学硬式野球部

　串間市へスポーツキャンプに来ていただいている会社・団体へ表敬訪問を行い、引き続きのキャ
ンプ開催をお願いしました。また、県東京事務所にてスポーツキャンプの情報交換を行い、キャ
ンプ開催の相談があった際には串間市を紹介していただくようお願いしました。

◎広報広聴調査特別委員会
調査期間：	令和７年１１月１９日～２１日
調査場所：	東京都あきる野市議会、福島県会津若松市議会

　あきる野市議会では議会だよりの編集について、読みたくなる議会だよりの取組内容をご教授い
ただけました。また、会津若松市議会では、市民との意見交換会を起点とした政策サイクルを実践
しており、真に市民の役に立つ議会活動を学ばせていただきました。

　１０月・１１月に交流促進調査特別委員会、広報広聴調査特別委員会が調査活動を実施し
ました。

シマノ本社

あきる野市議会

宮崎県東京事務所

会津若松市議会
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行政視察を受け入れていただいた関係機関におかれましては、お忙しい中ありがとうございました。

委員会行政視察報告

◎議会運営委員会
調査期間：	令和７年 10月６日～８日
調査場所：	岩手県遠野市議会、岩手県陸前高田市議会
　遠野市議会では、市民との懇話会を通して政策提言実施を始めており、その手法や状況につい
てご教授いただきました。また、東日本大震災の影響を大きく受けた陸前高田市議会から、その
教訓をもとに策定された災害対応について学びました

１０月に議会運営委員会が行政視察を実施しました。

遠野市議会 陸前高田市議会

「送らない・求めない・受け取らない」
　政治家が選挙区内の人にお金や物を送ることは、公職
選挙法により厳しく禁止されています。特定の誰かに贈り物を
することは、選挙の際、物やお金で票を買うような行為に
つながる恐れがあるためです。
　市民の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

禁止されている例
●  年賀状などのあいさつ状をだすこと。（答礼のための自筆を除きます。）

●  お祭りや地域の行事に、寸志や差し入れを出すこと。
●  お中元、お歳暮、入学・卒業祝いなどを送ること。
●  本人が出席しない場合に、結婚祝いや香典を出すこと。

寄付の禁止ルールをご存じですか？

13 串間市議会だより



　串間市議会は直接市民の皆さまのお声を聴きたい、皆さまと共有したいという思いから、
市民インタビューをはじめました！
　市民の皆さんの声を直接お届けするこのページでは、地域の課題や希望、日常の喜びなど
を掲載します。インタビューを通じて地域の多様な視点や意見を集め、議員活動に繋げます。

私たちのまちの声「市民インタビュー」

Ｑ：串間市に望むことは？
  「�若者が定着して働ける職場の企業誘致や宿泊施設の充実などを望み

ます。私は建設業で、年齢差が２０～３０ぐらいありますが、若い
世代も建設業の物作りにもう少し魅力を感じてもらいたいと思いま
す。」

Ｑ：今一番たのしいことはなんですか？
  「�自分の趣味は休みの日に草刈りをして身体を動かす事ですね。草刈

りをしてさっぱりストレス解消ですね」
Ｑ：市議会に望むことは？
  「�議員の皆さんも串間市の将来に向けていろんな意見を行政に

出して串間市を盛り上げて下さい。」
森田　浩（もりた  ひろし）さん（今町）

Ｑ：今一番楽しいことはなんですか？
  「�串間市の歴史について勉強しています。知識がなくても楽しめ

ますよ。」
Ｑ：今の串間市をどう思いますか？

  「�活動が活発な地区もありますが、市全体としては沈滞ムードで
は。人口減少、定年延長によって働く時間が長くなり、市民活
動や地域の担い手がいなくなっていると感じます。一人が何役も
抱え込み、必然的に会や組織の運営がマンネリ化しています。」

Ｑ：串間市に取り組んでほしいことは？
  「�一つ目が伝統文化の継続、文化財の保護と活用。二つ目が支所

公民館を早急に整えて欲しいです。」
Ｑ：市議会に望むことは？

  「�議会だよりを更に充実させてほしいです。また、議員の皆さん
が SNS 等を通じて活動の様子を発信してもらえば、議会と市
民が更に近くなると思います。」

立本　洋二（たてもと  ようじ）さん（平原）

　40 年前の高校卒業後、親の後継者として農業をするこ
とを決めました。
　当時はＪＡ大束で『山大かんしょ』が大繁盛して値段
もよく、生活に困りませんでした。しかし、いまでは考
えられないほど安くなり、生活に影響が出ています。
　10 年前から基腐病が発生し、生産者が当時の３分の１
となりました。それでも農業は私たちにとっては生活に
欠かせませんし、辞めることもできません。
　現在は『べにまさり』という品種を 8.0ha 作付けしてお
ります。ドローン防除等の薬剤に対する「資材活用支援」
等により、本年度発生した基腐病は１割未満となりました。
　串間市全体として財政が厳しいことは分かりますが、

農業の後継者を育成するため、また、串間市に残ってもらうためにも、今後も資材等の補助金をよ
ろしくお願いします。
　　　　　 山口　広昭（やまぐち  ひろあき）さん（一氏）
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　大好きな串間の宝である都井岬を守り伝えるガイドとして奮闘中です。
Ｑ：今一番楽しいことはなんですか？
　  「�自然と向き合いながら、その魅力を人に伝えること。自然に触

れる時間が心の余裕につながっている。」
Ｑ：今の串間市をどう思いますか？
　  「�自然が身近にあり、子どもたちが季節を感じながら育てられる環境。

この魅力を次の世代につないでいくことが大切だと感じている。」
Ｑ：串間市に取り組んでほしいことは？
　  「�子供たちが地域の自然や文化に触れ、串間で育ったことを誇り

に思える経験を日常の中できること。」
Ｑ：市議会に望むことは？
　  「�市民一人ひとりの暮らしや声を大切にしたまちづくり。自然と共

に続いていく串間市を未来につなげていく議論をしてほしい。
　   �串間ならではの自然を活かした、暮らしと調和する観光のあり

方や子どもたちが将来戻ってきたいと思えるまちであること。」
世良田　明呼（せらだ　あきこ）さん（小路）

　毎週１回のいきいき体操に参加して、体操後にゲームをして大いに笑ったり、お茶会をしたり、
月１回の食事会をしたりしてメンバー 12名で楽しく活動しています。
　昨年第１回都井まつりが大好評でした。子どもたちを中心に若者、高齢者がみんな一緒になって
参加し、楽しんでいただきました。今年も10月に第２回都井まつりを開催する予定です。
Ｑ：今一番楽しいことはなんですか？

  「�いろいろな活動に参加して、皆さんと楽しく活動できるのがと
ても楽しみです。」

Ｑ：串間市に望むことは？
  「�これからの若者、子どもたちが串間市で幸福に暮らしていけるよ

うに、先輩である大人たちが道を作ってあげられたらと思います。
   「やさしさをもって役に立つ」大好きなことばです。」

Ｑ：市議会に期待することは？
  「�地域の若者との意見交換会とかあったらどうでしょうか？」

Ｑ：どうすれば串間市はよくなると思いますか？
  「�串間市に１つビジネスホテルがあったら、スポーツ団体、営業

マン、観光旅行者などの受け入れが出来て串間市がもっと潤っ
ていくのではないでしょうか？」

 石上　とし子（いしがみ  としこ）さん（迫）

　市内で不動産業を営んでおり、後継者として串間に帰り
２７年になります。住宅事情の動向としては、「二拠点居住」
を希望される県外のお客様からの問合せが多くあり、その
一つの条件としてサーフィンなど良質な海の環境で選ばれ
るようです。
Ｑ：今一番楽しいことは何ですか？
　  「�５歳になる娘の成長が本当に楽しみです。」
Ｑ：今の串間市をどう思いますか？
　  「�生活する上では、以前に比べると良くなっていると思

いますが、少子化や高齢化、人口減少の影響で将来
への見通しが立ちにくいといった不安感があります。」

Ｑ：串間市に取り組んでほしいことは？
  「�仕事上ではリモートで仕事ができるようになり、県外からの移住の問い合わせが増加しています。

行政と情報の共有力を高め、官民一体となった移住・定住の促進、経済の活性化策です。今年は
午年というもあり、都井岬を中心とした観光振興策にも期待したいです。」

Ｑ：市議会に望むことは？
  「�早く病院問題など課題を解決し、「海」や「食」など本市の魅力を様々な人たちに発信し、「移住・

定住」に繋げてもらいたいです。」
矢野　哲雄（やの  てつお）さん（西方）

15 串間市議会だより
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料金受取人払郵便

日南局承認

串間市役所議会事務局

996

行

▲点線に沿ってお切りください。　※お手数ですが投函いただく際は、必ず不要になったはがきなど厚紙に全面密着で貼り付けてください。

市議会に対するご意見をお聞かせくだ
さい。

※�　いただいたご意見については、今後の参考とさせていただくほか、
議会だよりの紙面でご紹介することがございます。

　�　また、紙面での紹介にあたり、内容を変えない範囲で添削させて
いただく場合があります。ご了承ください。

　議会編集に当たっては、市民の皆様

には大変お世話になっています。

　議会だよりも年４回の議会報告の様

子を編集して報告を出しているところ

です。

　今月も１２月議会の報告を出させて

もらいます。

　皆様のご意見を多くいただけますと

幸いです。よろしくお願いいたします。

編集後記

編集委員 岩下　幸良

　串間市議会では、３月、６月、９月、１２月の
定例会や臨時会で、市民の皆様の生活に関係の
深い議案などを審議しています。
　「市民に信頼され、役立つ議会づくり」を基本
理念に「串間市議会基本条例」を制定し、市民
の声を市政に反映すべく議会運営と行政が一体
となって取り組んでおります。
　一人でも多くの市民の皆様に、開かれた議会を
ご理解いただく上でも、ぜひ、議会の様子を聞
いてみませんか。
　また、串間市議会の様子については、パソコ
ンやスマートフォン、タブレットで議会中継の様
子がご覧になれるほか、過去の映像についても
視聴可能です。

　傍聴に関するお問い合わせがありましたら、
議会事務局（☎72-0691）までご連絡ください。
　なお、次回３月定例会は、令和８年２月２４
日（火）開会予定です。正式な開会日や会期日
程等については、決まり次第、議会のウェブサ
イト等でお知らせいたします。

議会傍聴のご案内

検 索串 間 市 議 会

16串間市議会だより
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